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来
年
度
よ
り
始
ま

る
大
学
入
試
へ
の
英

語
民
間
試
験
制
度
が

急
遽
見
送
り
と
な
っ

た
。
11
月
１
日
よ
り

受
験
生
の
Ｉ
Ｄ
取
得
が
始
ま
ろ
う

と
す
る
前
日
の
、
そ
れ
も
お
そ
ら

く
夜
の
決
定
か
。
翌
日
１
日
の
読

売
新
聞
は
記
事
に
で
き
た
よ
う
だ

が
、
朝
日
新
聞
は
間
に
合
わ
な
か

っ
た
。
高
校
教
師
も
、
受
験
生

も
、
超
党
派
の
議
員
も
こ
ぞ
っ
て

反
対
し
て
い
た
矢
先
の
出
来
事
。

現
場
に
混
乱
を
起
こ
す
、
受
験
生

不
在
の
政
治
判
断
だ
▼
そ
れ
に
し

て
も
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
の
責

任
は
重
大
で
あ
る
。
特
に
こ
の
決

定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
身
の

丈
」
発
言
は
、
そ
の
立
場
を
踏
ま

え
ぬ
重
大
問
題
。
教
育
基
本
法
４

条
に
は
教
育
の
機
会
均
等
が
う
た

わ
れ
「
す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と
し

く
、
そ
の
能
力
に
応
じ
た
教
育
を

受
け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
人
種
、
信
条
、
性

別
、
社
会
的
身
分
、
経
済
的
地
位

ま
た
は
門
地
に
よ
っ
て
、
差
別
さ

れ
な
い
」
と
す
る
。
明
確
に
文
部

科
学
大
臣
失
格
で
あ
る
▼
そ
も
そ

も
若
者
に
英
語
力
を
要
求
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
約
30
年
前
か
ら

と
か
。
民
間
試
験
の
導
入
は
国
際

社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る

目
的
で
、
民
主
党
政
権
が
示
し
た

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
戦
略
」

を
も
と
に
し
て
お
り
、
財
界
か
ら

の
要
求
に
応
え
た
も
の
で
あ
ろ
う

▼
昨
年
６
月
経
団
連
は
「
今
後
の

わ
が
国
の
大
学
改
革
の
あ
り
方
に

関
す
る
提
言
」
を
示
し
て
い
る
。

日
本
の
大
学
は
玉
石
混
交
で
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
の
順
位
を
落
と
し
て

お
り
、
多
様
な
能
力
を
持
つ
人
材

の
育
成
が
不
可
欠
と
し
て
い
る
。

財
界
・
企
業
の
要
求
の
焦
り
が
こ

こ
に
あ
る
▼
今
日
的
に
産
官
軍
学

連
携
の
圧
力
が
高
ま
る
中
、
学
ぶ

こ
と
の
意
味
、
学
問
の
自
由
の
意

義
が
い
っ
そ
う
重
要
と
な
る （
無
）
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病
理
学
の
視
点
か
ら
が
ん
に
つ
い
て

話
す
仲
野
先
生
（
上
）
と
講
演
を
聴

く
参
加
者
た
ち
（
下
）　
　
　
　
　

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
難病助成制度の改善を求める請願
明石市議会で採択 ２面

研
面
究 ６面みんなで治そう！口腔がん　－歯科医師

が共有したい口腔がんの診断・治療－

菊池英博氏政策研究会
「参議院議員選挙結果と消費税増税」講演録 ３面

11月21日　今年のインフルエンザ
11月28日　心臓リハビリって何？
12月５日　 皮膚に良い光・空気、
　　　　　皮膚に悪い光・空気

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時40分～毎週木曜19時40分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

診
療
報
酬
引
き
上
げ
へ

盛
山
衆
院
厚
労
委
員
長
へ

　
　
　
　
　
　

会
員
の
声
伝
え
る

　

日
常
診
療
の
経
験
を
交
流
し
、
よ
り
良
い
医
療
を
―
―
。
協
会
は

10
月
27
日
、
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
第
28
回
と
な
る
今
年
は
「
日
常
診
療
の
原
動
力
〜
こ
の
10

年
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
〜
（
変
容
す
る
社
会
）」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
ス
タ
ッ
フ
ら
２
０
８
人
が
参
加
。

分
科
会
で
は
毎
日
の
診
療
に
お
け
る
経
験
を
発
表
し
、
質
疑
応
答
な

ど
で
交
流
を
深
め
た
。
特
別
講
演
で
は
「（
あ
ま
り
）
病
気
を
し
な

い
暮
ら
し
ー
が
ん
は
『
運
』
で
あ
る
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科
・
病
理
学
教
授
の
仲
野
徹
先
生
が
講
演
し
た
。

ポスター発表での森岡芳雄副理事長（中央）の
説明に参加者も興味津々　　　　　　　　　　

盛山正仁議員（右写真中央）と山下芳生議員（左写真中央）に
診療報酬引き上げを求める医師・歯科医師の声を届けた　　　

第28回日常診療経験交流会に208人

経験を交流して診療の原動力に経験を交流して診療の原動力に

　

分
科
会
は
２
会
場
に
分
か
れ
、

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
看

護
師
ら
24
人
が
「
在
宅
胃
瘻
患
者

に
経
口
摂
取
へ
の
移
行
を
試
み
た

症
例
」「
糖
尿
病
と
歯
周
病
の
関

係
に
つ
い
て
」「
リ
ン
パ
腫
外
来

の
現
状
」「
神
経
難
病
患
者
へ
の

往
診
」「
近
隣
医
科
診
療
所
で
の

診
療
同
行
の
経
験
報
告
」
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
報
告
を
行
っ
た
。
日

常
診
療
か
ら
得
た
気
づ
き
や
工

夫
、
研
究
に
つ
い
て
、
会
場
で
は

職
種
を
超
え
た
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。「
２
０
１
９
空
気

の
汚
れ
調
査
」
な
ど
、
日
常
診
療

に
関
連
し
た
研
究
内
容
に
つ
い
て

発
表
す
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
た
。

病
気
と
は

「
ぼ
ち
ぼ
ち
」つ
き
あ
お
う

特
別
講
演

　

特
別
講
演
で
は
、
仲
野
先
生
が

「（
あ
ま
り
）
病
気
を
し
な
い
暮

ら
し
―
が
ん
は
『
運
』
で
あ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
が
ん
の
病
理
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　

ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
病
気
別

死
亡
率
の
推
移
を
示
し
、
１
９
８

０
年
以
降
、
日
本
人
の
死
因
の
原

因
の
１
位
は
が
ん
で
あ
る
こ
と

や
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
上
昇

し
続
け
て
い
る
こ
と
を
説
明
。
一

生
の
間
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人

は
国
民
の
半
分
に
も
な
る
と
し

た
。
が
ん
は
細
胞
が
無
限
に
増
殖

す
る
疾
患
で
、
遺
伝
子
の
突
然
変

異
に
よ
っ
て
発
症
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
お
り
、
ま
た
加
齢
に
伴
う

ラ
ン
ダ
ム
な
遺
伝
子
変
異
の
蓄
積

に
よ
っ
て
発
症
す
る
の
で
、
長
生

き
す
る
と
が
ん
に
な
る
こ
と
は
避

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
病
理

学
の
視
点
か
ら
説
明
し
た
。

　

一
方
で
、
が
ん
研
究
に
よ
り

「
が
ん
遺
伝
子
」
と
「
が
ん
抑
制

遺
伝
子
」
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
遺
伝
子
に
直
接
作
用
す
る
こ
と

で
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
抑
制
す
る

治
療
薬
「
分
子
標
的
治
療
薬
」
が

開
発
さ
れ
、
が
ん
治
療
の
幅
が
広

が
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま

た
、
従
来
は
有
効
性
が
低
い
と
さ

れ
て
き
た
免
疫
療
法
に
お
い
て

も
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
開
発
な
ど
、

進
歩
が
起
こ
っ
て
い
る
と
解
説
し

た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
「
加
齢
に
伴

う
遺
伝
子
の
突
然
変
異
は
避
け
ら

れ
ず
、
治
り
や
す
い
が
ん
も
あ
れ

ば
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
が

ん
も
さ
ま
ざ
ま
で
治
療
法
の
選
択

は
人
生
観
に
も
よ
る
。
私
の
著
書

『
こ
わ
い
も
の
知
ら
ず
の
病
理
学

講
義
』（
晶
文
社
）
の
中
で
は
、

病
気
と
ぼ
ち
ぼ
ち
つ
き
あ
っ
て
生

き
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
」
と
話

し
た
。

　

当
日
は
他
に
、
救
急

フ
ェ
ス
タ
「
Ｃ
Ｐ
Ｒ
講

習
会
」
や
、
会
員
に
よ

る
絵
画
や
写
真
な
ど
の

作
品
を
出
品
し
た
「
あ

な
た
と
私
の
展
示

会
」、
医
院
新
聞
展

示
、
薬
膳
茶
の
試
飲
コ

ー
ナ
ー
、
東
日
本
大
震

災
被
災
地
物
品
・
特
産

展
、
県
下
の
特
産
品
抽

選
会
な
ど
が
並
行
し
て

開
催
さ
れ
た
（
次
号
以

降
に
参
加
者
の
感
想
を

紹
介
予
定
）。

　

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を

必
ず
実
現
し
よ
う
―
―
。
協
会

は
、
協
力
い
た
だ
い
た
、
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
と
患
者
窓
口
負
担

の
軽
減
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医

師
要
請
署
名
６
３
０
筆
を
携
え
、

中
央
要
請
行
動
を
実
施
。
兵
庫
県

選
出
国
会
議
員
と
、
厚
労
省
、
財

務
省
に
対
し
、
医
療
現
場
の
実
態

に
即
し
て
、
診
療
報
酬
を
大
幅
に

引
き
上
げ
、
患
者
窓
口
負
担
を
軽

減
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
要
請
に

は
、
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
両
副

理
事
長
が
参
加
し
た
（
省
庁
へ
の

懇
談
の
模
様
は
２
面
に
掲
載
）。

　

財
務
大
臣
の
諮
問
会
議
で
あ
る

財
政
制
度
等
審
議
会
で
財
務
省
は

「
２
％
半
ば
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
」「
診
療
報
酬
本
体
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
」
を
提
案
し
、
来
年
の
診

療
報
酬
改
定
を
巡
る
議
論
が
活
発

化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
協

会
は
会
員
署
名
に
寄
せ
ら
れ
た
切

実
な
医
療
現
場
の
声
を
国
会
議
員

や
関
係
省
庁
に
届
け
、
診
療
報
酬

の
抜
本
的
引
き
上
げ
を
求
め
た
。

　

面
会
し
た
盛
山
正
仁
衆
議
院
厚

生
労
働
委
員
長
（
自
民
）
は
「
医

師
の
働
き
方
改
革
や
医
師
の
偏
在

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
診
療

ろ
か
改
悪
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

貧
困
・
格
差
を
助
長
す
る
消
費
税

は
増
税
で
は
な
く
５
％
へ
の
減
税

こ
そ
必
要
だ
」
と
答
え
た
。

　

昼
に
は
、「
〜
医
師
・
歯
科
医

師
が
訴
え
ま
す
！
〜
今
こ
そ
！
診

療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
、
患
者

負
担
軽
減
を
！
」
国
会
内
集
会
が

開
催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
ら

１
３
０
人
が
参
加
。
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
計
６
６
７
４
筆
分
の
署

名
を
国
会
に
提
出
し
た
。

　

冒
頭
に
あ
い
さ
つ
し
た
武
村
義

人
副
理
事
長
（
保
団
連
副
会
長
）

が
、「
近
年
の
度
重
な
る
マ
イ
ナ

ス
改
定
に
よ
っ
て
、
医
療
機
関
の

経
営
が
悪
化
し
た
結
果
、
ス
タ
ッ

フ
の
待
遇
改
善
も
で
き
な
い
ば
か

り
か
、
兵
庫
県
で
は
各
地
で
不
採

算
分
野
で
あ
る
救
急
医
療
や
、
夜

間
・
時
間
外
診
療
、
小
児
科
医
療

等
の
休
止
・
縮
小
が
起
こ
っ
て
い

る
。
医
療
従
事
者
の
長
時
間
労
働

解
消
や
地
域
医
療
の
充
実
の
た
め

に
は
、
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き

上
げ
は
最
低
限
の
条
件
だ
」
と
訴

え
た
。

　

要
請
行
動
は
11
月
28
日
に
も
予

定
し
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
現
場

の
医
師
・
歯
科
医
師
の
声
を
国
会

へ
伝
え
る
こ
と
が
、
診
療
報
酬
大

幅
引
き
上
げ
へ
の
近
道
で
あ
る
。

ま
だ
協
力
さ
れ
て
い
な
い
先
生
方

に
は
、
11
月
13
日
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

医
療
機
関
へ
署
名
用
紙
を
お
届
け

し
て
い
る
の
で
、
ご
署
名
の
上

（
ゴ
ム
印
で
も
可
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
078

―
393
―
１
８
０
２
ま
で
ご
返
信
い

た
だ
き
た
い
。

報
酬
体
系
を
ど
う
す

る
の
か
連
日
、
侃か

ん

侃か
ん

諤が
く

諤が
く

の
議
論
を
し
て

い
る
。
私
の
子
も
研

修
医
と
な
り
、『
他

人
事
で
は
な
い
』
と

改
め
て
感
じ
て
い

る
。
衆
議
院
厚
生
労

働
委
員
長
と
し
て
の

職
務
を
果
た
す
上

で
、
ご
意
見
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
応
じ
た
。

　

山
下
芳
生
参
議
院

議
員
（
共
産
）
は
、

「
現
場
の
先
生
方
の

切
実
な
声
を
も
と

に
、
診
療
報
酬
引
き

上
げ
、
患
者
窓
口
負

担
軽
減
を
求
め
て
い

き
た
い
。
社
会
保
障

の
た
め
と
し
て
消
費

税
が
10
月
か
ら
引
き

上
げ
ら
れ
た
が
、
社

会
保
障
は
改
善
ど
こ

本
紙
４
面
に
共
済
制
度
の
ご
案
内

本
紙
４
面
に
共
済
制
度
の
ご
案
内



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９２６号 （２）２０１９年(令和元年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

協
会
で
は
、
国
の
指
定
難
病
医

療
費
助
成
制
度
（
以
下
、
難
病
助

成
制
度
）
の
改
善
を
求
め
る
請
願

を
県
お
よ
び
各
市
町
議
会
で
進
め

て
い
る
。
９
月
30
日
に
は
明
石
市

議
会
本
会
議
で
、
全
会
派
の
賛
成

で
請
願
が
採
択
さ
れ
、
明
石
市
は

同
日
付
で
国
に
対
し
て
難
病
助
成

制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
し
た
。

　

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
推
進

の
つ
ど
い
」
が
10
月
24
日
に
神
戸

市
内
で
開
催
さ
れ
、
１
０
０
人
以

上
が
参
加
。
協
会
か
ら
加
藤
擁
一

副
理
事
長
が
出
席

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、

協
会
も
取
り
組
ん

で
い
る
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」

の
さ
ら
な
る
推
進

の
た
め
、
広
島
・

長
崎
へ
の
原
爆
の

被
害
を
う
け
た
被
爆
者
の
団
体

「
兵
庫
県
被
爆
者
団
体
協
議
会

（
兵
庫
被
団
協
）」
が
主
催
し
、

兵
庫
県
の
後
援
を
得
て
、
国
連
軍

縮
週
間
の
初
日
に
開
催
し
た
。

　

兵
庫
被
団
協
理
事
長
の
岡
邊
好

子
氏
が
、
15
歳
で
被
爆
し
父
を
な

く
し
た
被
爆
体
験
に
つ
い
て
35
年

間
、
小
中
学
校
で
語
り
部
を
続
け

て
き
た
と
し
、「
命
の
続
く
限
り

こ
の
仕
事
を
続
け
た
い
」
と
開
会

あ
い
さ
つ
。
伊
藤
舞
・
芦
屋
市
長

が
「
74
年
前
の
悲
劇
の
時
代
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
活
動
し
た
い
」

と
連
帯
あ
い
さ
つ
し
、「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

リ
ー
ダ
ー
の
林
田
光
弘
氏
が
「
２

０
２
０
年
に
向
け
た
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
の
役
割
」
と
題
し
講
演

し
た
。

　

林
田
氏
は
、
署
名
運
動
は
「
被

爆
体
験
を
考
え
、
向
き
合
い
、
繰

り
返
さ
な
い
」
対
話
の
運
動
で
あ

る
と
し
、
海
外
向
け
動
画
「
Ｈ
Ｉ

Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｙ
Ａ
」
で
世
界
に
発

信
さ
れ
、
若
い
世
代
で
も
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
と
出
会
う
カ
フ
ェ
」「
核

兵
器
Ｙ
ｅ
ｓ 

or 

Ｎ
ｏ
!?
議
員
ウ

ォ
ッ
チ
２
０
１
９
」
な
ど
の
取
り

組
み
が
広
が
っ
て
い
る
と
紹
介
し

た
。

　

交
流
発
言
で
は
、
加
藤
副
理
事

長
が
協
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、

兵
庫
被
団
協
が
作
成
し
た
県
内
の

署
名
賛
同
市
長
の
顔
写
真
を
載
せ

た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を

全
会
員
に
送
り
協
力
を
呼
び
か

け
、
今
年
９
月
開
催
の
「
反
核
医

師
の
つ
ど
い
in
京
都
」
で
は
核
兵

器
関
連
企
業
に
投
資
し
て
い
る
金

融
機
関
の
リ
ス
ト
と
そ
の
投
資
額

を
公
開
す
る
取
り
組
み
「Don't 

Bank on the Bomb

」
を
取
り

上
げ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。「
窓

口
の
真
ん
中
に
署
名
を
置
い
て
患

者
さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
た
い
」
と
し
た
。

　

神
戸
医
療
生
協
、
創
価
学
会
兵

庫
青
年
部
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
な
ど

の
取
り
組
み
も
報
告
さ
れ
た
。
宝

塚
市
と
西
宮
市
で
は
行
政
が
市
民

に
署
名
用
紙
を
届
け
る
な
ど
協
力

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。

者
が
費
用
等
の
心
配
な
く
早
期
受

診
で
き
る
よ
う
、
各
市
町
に
対

し
、
重
症
度
基
準
の
撤
廃
を
求
め

る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と

等
を
求
め
る
請
願
へ
の
取
り
組
み

を
開
始
。
地
域
医
療
部
会
や
各
支

部
で
の
討
議
を
経
て
、
こ
れ
ま
で

に
明
石
市
の
ほ
か
、
兵
庫
県
、
神

戸
市
な
ど
で
請
願
を
行
っ
て
い

る
。明

石
市

吉
岡
支
部
長
が
訴
え
採
択

　

吉
岡
巌
明
石
支
部
長
（
副
理
事

長
）
は
明
石
市
へ
の
請
願
趣
旨
説

明
で
、「
重
症
度
基
準
で
難
病
指

　

国
の
難
病
助
成
制
度
は
、
２
０

１
５
年
１
月
よ
り
、
新
た
に
「
重

症
度
基
準
」
が
導
入
さ
れ
た
た

め
、
難
病
認
定
患
者
で
あ
っ
て
も

こ
の
基
準
で
「
軽
症
」
と
認
定
さ

れ
る
と
医
療
費
助
成
の
対
象
外
と

さ
れ
る
よ
う
に
改
悪
さ
れ
た
。

　

２
０
１
７
年
末
の
経
過
措
置
終

了
に
よ
り
、
助
成
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
不
認
定
患
者
等
は
全
国

で
約
14
・
６
万
人
（
不
認
定
８
・

55
万
人
・
申
請
な
し
６
・
05
万

人
、
経
過
措
置
適
用
者
の
５
人
に

１
人
）
に
上
る
（
２
０
１
８
年
10

月
１
日
時
点
）
な
ど
、
多
く
の
難

病
患
者
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

　

す
べ
て
の
疾
病
は
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
重
要
だ
が
、
特
に
難

病
は
い
っ
た
ん
重
症
化
す
る
と
回

復
が
著
し
く
困
難
と
な
る
う
え
、

合
併
症
の
発
症
リ
ス
ク
や
発
が
ん

リ
ス
ク
が
高
い

等
の
特
性
を
も

つ
場
合
も
あ

り
、
早
期
の
段

階
か
ら
定
期
的

な
受
診
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
を
行

う
こ
と
が
必
須

と
な
る
。

　

協
会
は
保
団

連
の
提
起
を
受

け
、「
軽
症
」

者
を
含
め
た
す

べ
て
の
難
病
患

　

協
会
は
厚
労
省
に
も
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
を
求
め
て
懇
談
を
実

施
。
厚
生
労
働
省
高
齢
者
医
療
課

の
髙
橋
智
明
担
当
官
と
保
健
局
医

療
課
の
堀
俊
太
郎
担
当
官
が
応
対

し
た
。
協
会
は
、
現
場
の
ス
タ
ッ

フ
不
足
や
過
重
労
働
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
加
藤
勝
信
厚
生

労
働
大
臣
宛
て
で
医
師
・
歯
科
医

師
要
請
署
名
を
手
渡
し
、
診
療
報

酬
の
大
幅
引
き
上
げ
、
医
師
・
看

護
師
・
介
護
職
員
の
大
幅
増
員
・

処
遇
改
善
、
患
者
・
利
用
者
負
担

増
中
止
を
求
め
た
。
厚
労
省
は
、

「
現
場
で
医
療
を
実
践
さ
れ
て
い

る
先
生
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
。
す

ば
ら
し
い
国
民
皆
保
険
制
度
を
、

持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
存
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
も
、
必
要
な
医

療
、
給
付
と
負
担
に
つ
い
て
今
後

も
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
し

た
。

　

財
務
省
交
渉
に
は
兵
庫
協
会
か

ら
武
村
副
理
事
長
が
参
加
。
財
務

省
側
は
八
幡
道
典
主
計
官
が
対
応

し
た
。
冒
頭
、
住
江
憲
勇
保
団
連

会
長
が
「
消
費
税
増
税
も
あ
り
国

民
の
暮
ら
し
は
日
々
、
苦
し
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
財
務
省

と
し
て
ど
う
解
決
す
る
の
か
。
医

療
分
野
で
は
患
者
負
担
の
軽
減
と

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
が
絶
対
に

不
可
欠
だ
」
と
訴
え
た
の
に
対

い
う
現
状
が
あ
る
。
低
医
療
費
政

策
で
す
で
に
国
民
皆
保
険
制
度
は

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
地
域
で
医

療
崩
壊
が
起
き
て
い
る
。
消
費
税

増
税
で
得
た
財
源
で
医
療
費
の
抜

本
的
な
引
き
上
げ
を
行
う
べ
き

だ
」
と
迫
っ
た
。

し
、
八
幡
主
計
官
は
「
世

界
に
冠
た
る
国
民
皆
保
険

制
度
を
維
持
し
て
次
の
世

代
に
渡
そ
う
と
い
う
思
い

は
私
た
ち
も
同
じ
。
社
会

保
障
制
度
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
に
は
給
付
と
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
応

じ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
武
村
副
理

事
長
は
、「
国
民
皆
保
険

制
度
の
持
続
と
い
う
が
、

度
重
な
る
負
担
増
で
多
く

の
国
民
が
受
診
し
た
く
て

も
受
診
を
控
え
て
い
る
と

つどいで協会の取り組みを
発言する加藤副理事長　　

明石では、吉岡巌明石支部長（左端）が（右
端から）紹介議員の寺井吉広市議、国出拓志
文教厚生常任委員長、大西洋紀市議会議長に
要請を提出し、採択された

厚
労
省
担
当
官
（
右
２
人
）
に
医
師
・

歯
科
医
師
要
請
署
名
を
提
出
す
る
（
前

列
左
か
ら
）
住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
と

武
村
義
人
兵
庫
協
会
副
理
事
長　
　
　

財務省の八幡氏（右２人目）に武村副理事長らが
要請　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

定
を
外
さ
れ
た
患
者
が
私
の
病
院

に
も
い
る
が
、
例
え
ば
潰
瘍
性
大

腸
炎
は
、
薬
は
良
く
な
っ
て
い
る

も
の
の
完
治
は
困
難
。
重
症
度
基

準
に
よ
る
と
、
１
日
の
排
便
回
数

が
４
回
以
下
だ
と
『
軽
症
』
と
さ

れ
て
し
ま
う
が
、
１
日
に
ひ
ど
い

下
痢
が
４
回
も
あ
れ
ば
き
つ
い
。

こ
れ
で
軽
症
と
言
え
る
の
か
。
他

の
難
病
で
も
急
変
も
あ
り
重
症
化

が
心
配
だ
」
な
ど
具
体
事
例
を
交

え
て
訴
え
、
全
会
派
一
致
で
請
願

が
採
択
さ
れ
た
。

県
は「
不
採
択
」

神
戸
市
は「
審
議
打
ち
切
り
」

　

兵
庫
県
議
会
で
は
、「
国
の
動

向
を
見
守
る
べ
き
で
県
と
し
て
意

見
書
を
採
択
す
る
必
要
は
な
い
」

と
い
う
主
張
か
ら
、
自
民
・
維
新

・
県
民
連
合
が
反
対
し
不
採
択

に
、
神
戸
市
議
会
で
も
自
民
・
公

明
・
維
新
・
こ
う
べ
市
民
連
合
の

同
様
の
主
張
に
よ
り
審
議
打
ち
切

り
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
他
の
支
部
で
も
12
月
議

会
に
向
け
て
検
討
・
準
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
各
地
域
の
先
生
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

参加お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

市民向けPRイベント
「医療知ろう!! 健康フェスティバル」

協力いただける医師協力いただける医師・・歯科歯科　　
医師の先生方を募集中です！医師の先生方を募集中です！

日　程　11月23日（土・祝）13時～16時
会　場　元町商店街４丁目内空きテナント前
イベント内容
①公開収録　ラジオ関西「医療知ろう！」コーナー　
②健康相談・健康チェック（血圧・体脂肪測定など）
③クイズコーナー＆署名への呼びかけ
④お医者さん体験コーナー（お子様対象企画）
⑤協会活動の展示

　保険医協会の活動を市民の方に知ってもらおうと、PRイベントを企画
中です。ラジオ出演や健康相談のコーナーも予定しております。当日参
加、患者さんへの案内などご協力いただける先生方を募集中！

イツでもんたちもイツでもんたちも
やってくる！やってくる！

難
病
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め
る
請
願

明
石
市
議
会
で
採
択

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
推
進
の
つ
ど
い

被
爆
者
の
呼
び
か
け
に

幅
広
い
協
力
の
輪
広
が
る

厚
労
省
・
財
務
省
担
当
官
と
懇
談

厚
労
省
へ

過
重
労
働
の
実
態
伝
え
る

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

山
川　
　

浩
先
生

兵
庫
区　

小
児
科

９
月
10
日　

享
年
95
歳

西
松　

和
美
先
生

準
会
員　

内
科

10
月
21
日　

享
年
60
歳

野
上　

厚
志
先
生

西
区　

循
・
呼
・
外
科

10
月
29
日　

享
年
65
歳

◇
出
席　

12
人

◇
情
勢　

厚
生
労
働
省
の
地
域
医

療
構
想
に
関
す
る
Ｗ
Ｇ
は
、
１
４

５
５
の
公
的
病
院
の
診
療
実
績
を

分
析
し
、
う
ち
４
２
４
病
院
は
実

績
が
特
に
少
な
い
か
、
似
た
実
績

の
病
院
が
近
く
に
あ
る
た
め
、
病

床
数
や
診
療
体
制
を
見
直
す
検
証

が
必
要
と
し
た
。
兵
庫
県
下
で
は

高
砂
、
明
石
、
加
東
、
相
生
、
た

つ
の
各
市
の
市
民
病
院
な
ど
15
病

院
が
、
統
合
・
再
編
が
必
要
と
さ

れ
た
。
兵
庫
県
の
井
戸
敏
三
知
事

は
「
国
の
や
り
方
は
乱
暴
過
ぎ

る
」「
地
方
に
人
は
住
む
な
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
る
」
な
ど
と
厚

労
省
を
批
判
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

新
た
な
大
型

宣
伝
企
画
と
し
て
、
市
民
向
け
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
医
療
知
ろ
う
!!
―

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催

（
11
／
23
（
土
・
祝
）
＠
元
町
商

店
街
４
丁
目
）
が
提
案
、
承
認
さ

れ
た
。

◇
秋
の
組
織
強
化
・
共
済
普
及
月

間　

引
き
続
き
会
員
拡
大
に
取
り

組
む
こ
と
、
共
済
普
及
の
到
達
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

野
田
佳
彦
前
首
相
が

会
長
を
務
め
る
野
党
の
「『
医
療

の
民
主
化
』
改
革
で
、
次
世
代
に

責
任
あ
る
政
治
を
実
現
す
る
議
員

連
盟
」
の
趣
意
書
や
政
策
大
綱
の

内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

「
関
西

電
力
の
役
員
ら
が
元
助
役
か
ら
金

品
を
受
領
し
て
い
た
問
題
に
対
し

て
徹
底
究
明
を
求
め
る
理
事
会
声

明
」
が
承
認
さ
れ
た
。
九
電
が
川

内
原
発
１
号
機
の
運
転
を
来
年
３

月
に
停
止
す
る
こ
と
や
日
本
企
業

が
石
炭
火
力
発
電
事
業
を
縮
小
す

る
動
向
等
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
10
月
12
日
理
事
会
よ
り
）

財
務
省

「
給
付
と
負
担
の

 

バ
ラ
ン
ス
と
る
」
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８
月
24
日
、
菊
池
英
博
・
日

本
金
融
財
政
研
究
所
所
長
を
招

い
て
行
わ
れ
た
政
策
研
究
会

「
参
議
院
議
員
選
挙
結
果
と
消

費
税
増
税
」
の
講
演
録
を
掲
載

す
る
。 

（
文
責
：
編
集
部
）

自
・
公
の

絶
対
得
票
率
は
２
割

　

今
回
の
選
挙
結
果
を
振
り
返
る

と
、
自
民
・
公
明
・
維
新
を
あ
わ

せ
た
議
席
は
改
選
前
か
ら
３
議
席

減
ら
し
、
３
分
の
２
に
７
議
席
不

足
と
な
っ
た
。
無
所
属
議
員
の
う

ち
３
人
は
改
憲
派
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
改
憲
派
勢
力
が
３
分
の

２
ま
で
あ
と
４
議
席
と
い
う
状
況

だ
。

　

注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
、
絶
対

得
票
率
だ
。
投
票
率
に
得
票
率
を

か
け
た
も
の
で
、
自
民
・
公
明
・

維
新
を
あ
わ
せ
た
絶
対
得
票
率
は

27
・
５
％
と
、
４
人
に
１
人
し
か

支
持
し
て
い
な
い
。
自
公
の
絶
対

得
票
率
は
、
22
・
９
％
だ
。
第
二

次
安
倍
政
権
発
足
以
後
、
与
党
の

コ
ア
な
支
持
層
は
国
民
の
２
割
程

度
に
す
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
、
投
票
率
が
戦
後
２
番

目
に
低
か
っ
た
こ
と
が
、
与
党
に

プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
。
安
倍
政

権
は
投
票
率
を
上
げ
な
い
よ
う

に
、
メ
デ
ィ
ア
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
今
回

の
選
挙
で
も
選
挙
期
間
中
、
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
事
務
所
の
騒
動
を
報
道
し

続
け
、
国
民
の
興
味
を
逸
ら
し
て

い
た
。
ま
た
、
公
示
後
３
日
目

に
、「
自
公
優
勢
」
と
、
全
国
紙

（
五
大
紙
）
が
一
斉
に
報
道
す

る
。
投
票
し
よ
う
と
考
え
て
い
た

人
が
投
票
を
諦
め
て
し
ま
う
の

だ
。
こ
れ
は
「
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク

ト
リ
ン
」
と
い
う
新
自
由
主
義
者

の
手
法
だ
。

消
費
税「
凍
結
」を

争
点
に
す
べ
き
だ
っ
た

　

今
回
の
選
挙
の
争
点
は
何
だ
っ

た
の
か
。
私
は
野
党
が
二
つ
の
問

題
に
つ
い
て
争
点
化
し
て
い
れ

ば
、
勝
っ
て
い
た
と
思
っ
て
い

る
。

　

一
つ
目
は
消
費
税

4

4

4

4

4

4

4

だ
。
10
月
の

10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
前
に
、

「
凍
結
」
を
強
く
訴
え
る
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
立
憲
民
主
な

ど
の
野
党
は
、
10
％
増
税
は
「
凍

結
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
声
が
小

０
０
万
票
以
上
を
得
て
、
２
人
が

当
選
し
た
。

　

私
は
消
費
税
は
０
％
に
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

97
年
か
ら
の
20
年
間
の
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
推
移
を
み
る
と
、
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
は
２
倍
、
ユ
ー
ロ

が
１
・
８
倍
、
ド
イ
ツ
も
１
・
６

倍
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
だ

け
が
０
・
９
倍
と
実
質
ゼ
ロ
成
長

だ
（
図
１
）。

　

安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
の
実

質
賃
金
の
推
移
を
み
て
も
、
１
世

帯
当
た
り
の
平
均
所
得
は
、
安
倍

政
権
が
発
足
し
た
直
前
の
２
０
１

２
年
と
比
較
す
る
と
、
２
０
１
８

年
ま
で
の
６
年
間
で
累
計
97
・
９

万
円
、
毎
年
約
20
万
円
減
少
し
て

い
る
。

　

「
消
費
税
の
３
％
増
税
で
消
費

者
物
価
は
２
％
上
昇
す
る
」
と
い

う
日
銀
の
試
算
に
従
う
と
、
３
％

増
税
に
よ
る
負
担
額
は
年
間
約
12

万
円
。
残
り
の
約
８
万
円
は
円
安

に
よ
る
食
料
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

コ
ス
ト
上
昇
分
の
負
担
で
あ
る
。

超
金
融
緩
和
に
よ
る
円
安
で
輸
入

物
価
が
上
昇
し
た
分
、
国
民
に
し

わ
寄
せ
が
い
っ
て
い
る
の
だ
。

法
人
税
引
き
下
げ
に

使
わ
れ
る
消
費
税
収

　

消
費
税
導
入
前
の
88
年
と
２
０

１
８
年
の
一
般
会
計
税
収
に
占
め

る
法
人
税
・
所
得
税
・
消
費
税
の

割
合
を
比
較
す
る
と
、
36
％
だ
っ

た
法
人
税
が
21
％
に
減
少
す
る
一

方
、
ゼ
ロ
だ
っ
た
消
費
税
が
30
％

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

消
費
税
導
入
後
、
消
費
税
収
は
２

８
２
兆
円
増
え
、
法
人
税
収
は
累

計
で
２
５
５
兆
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
。
法
人
税
の
減
収
を

消
費
税
で
補
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
は
っ
き
り
分
か
る
（
図
２
）。

　

法
人
税
の
最
高
税
率
は
、
安
倍

内
閣
に
な
っ
て
か
ら
、
７
・
25
％

も
下
が
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
企

業
の
内
部
留
保
は
、
３
０
０
兆
円

か
ら
４
４
６
兆
円
へ
１
４
６
兆
円

増
え
た
。
法
人
の
利
益
は
増
え
て

い
る
が
、
賃
金
や
設
備
投
資
に
回

っ
た
金
額
は
微
々
た
る
も
の
だ
。

90
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で
の
状

況
を
見
て
み
る
と
、
配
当
金
や
内

部
留
保
は
３
倍
に
増
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
件
費
は
１

・
２
倍
、
民
間
設
備
投
資
は
０
・

７
倍
に
と
ど
ま
り
、
設
備
投
資
も

雇
用
も
増
え
て
い
な
い
（『
週
刊

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
２
０
１
４
年

11
月
４
日
、
関
西
大
学
教
授
・
鶴

田
廣
巳
氏
）。
法
人
税
減
税
で
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
が
起
こ
り
、
経
済

が
活
性
化
す
る
と
い
う
効
果
は
全

く
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

主
要
国
の
国
税
収
入
全
体
に
占

め
る
消
費
税
の
割
合
を
見
る
（
表

　

一
方
、
標
準
税
率
が
25
・
０
％

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
税
収
入
全

体
に
占
め
る
割
合
は
18
・
５
％
。

イ
ギ
リ
ス
は
標
準
税
率
17
・
５
％

で
、
割
合
は
21
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
理
由
は
軽
減
税
率
の

対
象
が
非
常
に
広
い
こ
と
だ
。
例

え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
通
勤
交
通

費
、
食
料
品
、
雑
誌
・
書
籍
、
医

薬
品
は
税
率
ゼ
ロ
、
映
画
・
演
劇

・
コ
ン
サ
ー
ト
は
非
課
税
と
な
っ

て
い
る
。「
海
外
の
消
費
税
は
高

い
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
実
は

日
本
の
国
民
が
負
担
し
て
い
る
消

費
税
負
担
は
世
界
で
最
も
重
い
の

国
民
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
示
し
、
野

党
は
消
費
税
の
凍
結
を
訴
え
る
べ

き
だ
っ
た
。

９
条
改
憲
や
め

「
永
世
平
和
国
家
」宣
言
を

　

二
つ
目
は
安
全
保
障
政
策

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

だ
。

「
戦
争
か
平
和
か
」
を
争
点
と
す

べ
き
だ
っ
た
。

　

戦
争
放
棄
を
謳
う
憲
法
９
条
の

お
か
げ
で
、
冷
戦
下
で
も
日
本
は

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
、
緊
急

事
態
条
項
を
創
設
す
る
と
い
う
自

民
党
の
改
憲
案
が
通
れ
ば
、
閣
議

決
定
し
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
り
、

自
衛
隊
を
時
の
首
相
や
内
閣
の
判

断
で
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
非
常
に
危
機
的
な
状
況

だ
。

　

今
、
中
国
や
韓
国
な
ど
近
隣
諸

国
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
を
軽
視
し
、
ア
メ
リ

カ
と
う
ま
く
や
れ
ば
い
い
と
い
う

の
が
日
本
の
姿
勢
の
よ
う
だ
が
、

米
中
の
対
日
戦
略
は
「
日
本
封
じ

込
め
」
で
、
一
致
し
て
い
る
。
こ

れ
は
１
９
７
２
年
の
キ
ッ
シ
ン
ジ

ャ
ー
・
周
恩
来
会
談
の
合
意
事
項

で
、
現
在
で
も
変
わ
ら
な
い
。
米

中
国
交
正
常
化
を
主
導
し
た
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
現
在
で
も
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
外
交
政
策
に
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　

第
二
次
大
戦
後
、
戦
勝
国
に
と

っ
て
の
重
要
課
題
は
、
敗
戦
国

（
ド
イ
ツ
と
日
本
）
の
封
じ
込
め

だ
っ
た
。「
日
本
封
じ
込
め
」
政

策
の
基
本
は
、
９
条
と
日
米
同
盟

で
日
本
を
「
封
じ
込
め
る
」
こ
と

で
あ
り
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
は
、
13
年
以
来
、
全

国
戦
没
者
追
悼
式
で
加
害
責
任
を

拒
否
し
、
大
戦
の
反
省
を
し
な
い

態
度
は
、
戦
勝
国
が
つ
く
っ
た
戦

後
の
国
際
秩
序
を
乱
す
行
為
で
あ

り
、
米
国
や
中
国
は
見
過
ご
さ
な

い
だ
ろ
う
。
実
際
、
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
は
、
就
任
後
、「
リ
メ
ン

バ
ー
・
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
」
と
二

度
も
発
言
し
て
い
る
。

　

同
じ
敗
戦
国
の
ド
イ
ツ
は
「
ナ

チ
ス
の
被
害
を
受
け
た
国
は
、
被

害
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
」
と
い
う

認
識
の
も
と
、
真
摯
な
反
省
を
忘

れ
な
い
姿
勢
が
評
価
さ
れ
て
、
フ

ラ
ン
ス
と
と
も
に
Ｅ
Ｕ
の
中
枢
国

と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

野
党
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
を
否
定
し
、
中
韓
と
の
和
解
を

促
進
し
よ
う
と
訴
え
る
べ
き
だ
っ

た
。

　

日
本
は
国
会
で
「
永
世
平
和
国

家
」
を
宣
言
し
、
社
会
資
本
の
整

備
を
進
め
、
国
民
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
と
る
べ
き
道
だ
。

さ
か
っ
た
。

一
方
、「
廃

止
」
を
訴
え

た
の
が
、
れ

い
わ
新
選
組

の
山
本
太
郎

代
表
で
、
比

例
代
表
で
２

政策研究会「参議院議員選挙結果と消費税増税」講演録

野党が主張すべき政策示す野党が主張すべき政策示す

【きくち　ひでひろ】1936年生まれ。東京大
学卒業後、旧東京銀行（現三菱UFJ銀行）入
行。国際投融資の企画と推進、銀行経営に従
事。ミラノ支店長、豪州東京銀行頭取などを
歴任。文京学院大学大学院教授を経て、日本
金融財政研究所所長（現職）

日本金融財政研究所所長

菊池　英博氏

図１　「名目GDPの国際比較」

図２　「消費税収入の90％は法人税減税の財源」
　　　　―消費税収入と法人３税の減収額の推移―

表３　主要国の国税収入全体に占める
消費税の割合　　　　　

 （欧州主要国と日本の比較）

（注）①アメリカでは、消費税は州税。国税は法人税と所得税。
　　　　出所：財務省・財務総合政策研究所編「財政金融統計月報2010.4」
　　　　 及びOECD「歳入統計2007」（スウェーデン）から著者作成、推

測値を含む。（月刊保団連2011.7参照）
　　　② この表は2012年衆議院予算委員会で阿部知子議員が提示し、安

住淳財務大臣が確認せり。

日本
アメリカ
イギリス
ドイツ
ユーロ

ユーロ

ユーロ

ドイツ

ドイツ

GDPデフレーター

〔出所〕①GDPの国際比較のデータはOECDによる（2015）
　　　②GDPデフレーターは内閣府国民経済計算（2016）
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日
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融
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財
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改
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1995 1997 1999 2001 2005 2009 2013 2015 2016

民主党政権

小泉構造改革
（デフレ政策）

自民党
政権

95.7
（△4.3％）

90.2
（△9.8％） 86.6

（△13.4％）

172

170

153

130

99 87

157

176

201

214 218

205

179

160

88

84.5
（△15.5％）

82.4
（△17.6％）

銀
行
へ
公
的
資
金

森
・
亀
井
で
景
気
回
復

 税率・比率

国別
国税としての

消費税の標準税率（％）
国税収入に占める割合（％）
消費税 法人税と所得税

イギリス 17.5 21.1 78.9
ドイツ 19.0 35.6 64.4
イタリア 20.0 28.3 71.7
スウェーデン 25.0 18.5 81.5

日　本
（ ５％のうち、

国税は４％ ） 4.0 24.4 75.6

（ 10％のうち、
国税は８％ ） 8.0 37.0 63.0

３
）。
日
本
で
は

税
率
が
５
％
の
と

き
で
も
、
国
税
収

入
全
体
の
24
・
４

％
を
占
め
て
い

る
。
税
率
が
８
％

に
な
る
と
割
合
は

30
％
程
度
に
増
加

し
、
10
％
に
な
る

と
37
％
程
度
ま
で

引
き
上
が
る
と
み

ら
れ
る
。

１　消費税には地方分（96年までは消費贈与税、97年度からは地方消費税）を含む。
２　法人３税には法人税、法人住民税、法人事業税の他、地方法人特別税、地方法人税、復興特別法人税を含む。
３　財務省及び総務省公表データにより計算、2012年度までは決算、2013年度は国は補正後、地方は予算額、
　　2014年度は国・地方とも予算額。（出所「月刊保団連」2015年２月号）

消費税収

累計282兆円

累計255兆円

（年度）

1989年比でみた法人税（国税・地方税）の推移
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▲20

▲15

▲10
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1989 1995 2000 2005 2010 2014

兆
円

12.212.212.412.912.6

10.1

7.67.27.07.06.66.25.8

4.1

▲11.8▲11.8
▲13.0

▲13.9
▲14.9

▲17.9

▲11.4

▲5.3▲5.6

▲8.4

▲11.2

▲13.3
▲14.5

▲12.4
▲11.2

▲12.5
▲11.0

▲8.0
▲6.6

▲8.8
▲10.3▲10.0

▲7.1

▲2.6

▲0.9

18.3

13.312.912.712.712.212.412.813.113.112.612.1

だ
。

　

日
本
の
対
外
純

資
産
（
純
債
権
）

は
、
３
０
０
兆
円

以
上
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
の
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
は
任
期

中
に
、
大
幅
な
財

政
赤
字
を
黒
字
に

転
換
し
た
。
法
人

税
と
個
人
所
得
税

を
引
き
上
げ
、
公

共
投
資
を
増
や
し

た
。
医
療
施
設
や

鉄
道
等
の
イ
ン
フ

ラ
を
作
り
、
雇
用

相
談
所
や
失
業
対

策
の
研
修
所
を
作

っ
た
こ
と
が
実
っ

た
の
だ
。
こ
の
実

例
に
学
び
、
日
本

の
莫
大
な
資
産
を

参加お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

政策研究会

超高額薬価の問題点と超高額薬価の問題点と
保団連の取り組みについて保団連の取り組みについて
日　時　2020年１月11日（土）16時～
会　場　協会５階会議室
講　師　保団連理事・政策部長
　　　　岐阜県保険医協会副会長
 竹田　智雄先生

　医療保険財政を圧迫するとの懸念も強
く示されている超高額薬の問題について
全国保険医団体連合会で政策部長として
超高額薬価問題に取り組んでこられた、
竹田智雄先生にご講演いただきます。ぜ
ひご参加ください。
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神
戸
支
部
は
10
月
19
日
、
協
会

会
議
室
で
第
40
回
支
部
総
会
を
開

催
。
医
師
・
歯
科
医
師
ら
32
人
が

参
加
し
た
。
２
０
１
８
年
度
活
動

ま
と
め
と
19
年
度
活
動
方
針
を
承

認
し
、
支
部
役
員
の
選
出
を
行
っ

た
。
記
念
講
演
で
は
、「
次
世
代

乳
が
ん
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め

の
世
界
初
の
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
の
実
現
」
を
テ
ー
マ

に
、
神
戸
大
学
数
理
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
教
授
の
木
村
建

次
郎
先
生
が
講
演
し
た
。
こ
や
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
放
射
線
技
師
の
田
上

修
二
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
は
職
場
の
診
療
放
射
線
技

師
３
人
（
男
性
１
・
女
性
２
）
と

診
療
ア
シ
ス
タ
ン
ト
女
性
１
人
で

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
、
そ

の
検
査
法
は
乳
腺
エ
コ
ー
と
乳

房
Ｘ
線
撮
影
（
以
下
Ｍ
Ｇ
）
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

木
村
先
生
が
ご
研
究
さ
れ
て

い
る
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
に
つ
い
て
は
、
新
聞
や
情

報
誌
な
ど
に
よ
り
大
変
興
味
を

抱
い
て
お
り
ま
し
た
。
乳
腺
量
の

多
い
乳
房
は
Ｍ
Ｇ
で
病
変
が
埋
も

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
読
影
が

困
難
に
な
っ
た
り
、
脂
肪
置
換
さ

れ
た
乳
腺
は
エ
コ
ー
で
病
変
が
判

別
し
に
く
く
な
る
な
ど
、
両
者
そ

れ
ぞ
れ
条
件
に
よ
り
精
度
が
左
右

さ
れ
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
で

す
が
、
マ
イ
ク
ロ
波
を
利
用
す
る

　

学
生
時
代
同
級
生
で
あ
っ
た
山

内
敏
弘
君
が
理
事
長
と
し
て
勤
務

さ
れ
て
い
た
、
甲
山
福
祉
法
人

「
砂
子
療
育
園
」
と
い
う
重
症
心

身
障
害
児
施
設
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
に
勤
め
て
い
た
循
環
器
関
係

の
医
師
が
急
逝
さ
れ
、
心
電
図
を

読
め
る
方
が
い
な
く
な
っ
た
の
で

「
手
伝
っ
て
く
れ
」
と
の
依
頼
を

受
け
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

伺
っ
て
み
て
驚
い
た
の
は
職
員

の
皆
さ
ま
が
職
場
を
愛
し
、
園
生

さ
ん
を
我
が
子
の
よ
う
に
可
愛
が

り
愛
情
を
注
い
で
お
ら
れ
た
こ
と

で
、
そ
の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
上
、
残
存
機
能
ま
で
身
に
つ

け
、
そ
れ
を
伸
ば
し
て
お
ら
れ
た

の
も
驚
き
で
し
た
。

　

例
え
ば
あ
る
園
生
さ
ん
は
歌
が

歌
え
ま
す
と
紹
介
さ
れ
て
歌
っ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
最
初
聞

い
て
い
る
と
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ー
ャ
ジ

ャ
ジ
ャ
ジ
ー
ャ
と
し
か
聞
こ
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
聴

く
と
伸
ば
す
と
こ
ろ
は
ジ
ー
ャ
が

長
い
し
、
短
い
と
こ
ろ
は
さ
っ
と

切
れ
る
。
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
指

導
員
の
方
は
「
薔
薇
が
咲
い
た
」

で
す
と
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
節
も
ネ
ブ
カ
流
で
あ
る
の
に

よ
く
見
つ
け
た
な
と
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
別
の
人
は
「
こ
の
人

は
一
人
で
お
食
事
が
で
き
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

見
て
い
る
と
な
る
ほ
ど
一
人
で

食
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
テ
ー
ブ
ル

の
上
は
食
べ
こ
ぼ
し
で
散
乱
、
口

の
周
辺
も
ご
飯
が
付
着
し
て
い
ま

し
た
。
最
後
ま
で
何
も
手
出
し
を

し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
終
わ

る
と
同
時
に
「
え
ら
か
っ
た
わ

ね
、
し
っ
か
り
食
べ
た
？
」
と
尋

ね
、
ア
ッ
と
言
う
問
に
口
の
周
囲

を
拭
い
、
テ
ー
ブ
ル
を
片
づ
け
、

歯
を
磨
い
て
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
仕
草
は
愛
情
の
こ
も
っ
た

も
の
で
、
心
か
ら
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。
上
司
の
方
々
も
利
用
者
の

皆
さ
ま
の
名
前
も
し
っ
か
り
覚
え

て
お
ら
れ
、
愛
情
を
込
め
て
対
応

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
甲
山
福
祉
法
人
の
伝
統

で
し
ょ
う
か
。
同
法
人
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
甲
寿
園
で
も
同
じ

感
動
を
受
け
ま
し
た
。
本
人
の
錯

覚
で
、
理
由
も
な
い
の
に
職
員
さ

ん
が
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
ら
れ
て

も
顔
色
一
つ
変
え
ず
、
園
長
さ
ん

か
ら
新
人
さ
ん
ま
で
皆
さ
ま
懇
切

丁
寧
に
対
応
さ
れ
て
い
る
の
に
も

驚
嘆
と
感
動
と
を
覚
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
人
を
愛
す
る
職
場

と
ご
縁
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
良
き

伝
統
が
後
世
ま
で
も
受
け
継
が
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
と
で
条
件
に
関
わ
ら
ず
病
変
を

組
織
か
ら
描
出
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

私
た
ち
は
乳
房
を
構
成
す
る
皮

膚
・
脂
肪
・
乳
腺
・
病
変
を
生
物

学
的
な
観
点
か
ら
画
像
診
断
に
結

び
つ
け
て
ゆ
く
の
で
す
が
、
木
村

先
生
は
乳
腺
を
構
成
す
る
コ
ラ
ー

ゲ
ン
線
維
を
は
じ
め
組
織
の
原
子

番
号
を
切
り
口
と
し
、
化
学
的
・

物
理
的
に
画
像
構
築
し
て
ゆ
く
、

ま
さ
に
科
学
者
の
観
点
で
し
た
。

　

特
に
知
り
た
か
っ
た
マ
イ
ク
ロ

波
発
信
装
置
と
検
出
器
の
原
理
に

つ
い
て
は
、
世
界
中
の
研
究
者
で

さ
え
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
程
式
を
解
き
、
映
像
化

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
お
話
で
、

深
く
感
動
し
ま
し
た
。
実
際
の
画

像
で
は
カ
ラ
ー
表
示
さ
れ
た
乳
腺

と
病
変
が
一
目
で
判
別
さ
れ
、
検

出
率
は
90
％
以
上
と
、
今
後
の
乳

が
ん
検
診
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

で
有
力
な
装
置
で
あ
る
こ
と
が
理

解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
先
生
は
医

用
工
学
分
野
の
み
で
な
く
、
磁
気

を
用
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
を
透

視
す
る
検
査
装
置
や
こ
れ
を
利
用

し
た
街
の
防
犯
シ
ス
テ
ム
、
Ａ
Ｉ

に
関
わ
る
研
究
、
車
の
自
動
運
転

な
ど
広
い
分
野
で
の
研
究
を
さ

れ
、
環
境
や
生
活
に
還
元
で
き
る

も
の
作
り
を
さ
れ
て
い
る
の
が
大

変
素
晴
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
２

０
１
７
年
に
第
１
回
日
本
医
療
研

究
大
賞
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
賞
を
受
け
首
相

官
邸
で
表
彰
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
先
生
と
近
く
で
お

話
し
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

今
回
の
発
明
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
政

治
や
経
済
に
つ
い
て
も
く
わ
し
い

見
識
を
お
持
ち
で
、
中
で
も
宇
宙

の
話
は
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
非

常
に
た
め
に
な
る
ひ
と
と
き
で
し

た
。
こ
の
た
び
は
大
変
貴
重
な
時

間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
日
常
の
臨
床
に
活
か
せ
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
た
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

【
北
区
・
こ
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク　

放
射
線
技
師　
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司

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています（2020年
３月末申込分まで）。通
常より年0.4％優遇金利
となります。借り換えも
可能、手数料も通常より
優遇していますので、ぜ
ひご利用ください。 ※1000万円までは原則、担保不要

※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2019年11月１日現在

歯科保険請求
113

〈口腔内装置調整・修理（１口腔につき）〉

◆『個別指導（歯科）における
 主な指摘事項』より抜粋⑥◆

Ｑ１　口腔内装置修理（234
点）について、同月に複数回修
理した場合の算定は。
Ａ１　１回目の修理を行った時
のみ算定してください。
Ｑ２　口腔内装置調整を算定
し、翌月に再度調整する場合は
前回調整から１カ月間が経って
いなくても算定可能か。

※ 近畿厚生局HPに30年度分が
掲載されていますのでご確認
下さい。

【歯内療法】
　歯内療法における一連の費用
の算定において、実際の根管数
に基づいていない不適切な例が
認められたので改めること。
《根管充填》
（１）加圧根管充填処置を算定
しない場合においても、根管充
填を行った際には必要に応じて
歯科エックス線撮影を実施し、
適確な診断を基に適切な治療を
行うこと。
（２）根管充填と同日に冠製作
またはブリッジ製作に着手して
いて根管充填後の治癒経過が考
慮されていない例が認められた
ので、歯内療法終了後の経過観
察を適切に行うこと。

Ａ２　翌月に再度調整する場合
は、１カ月以内であっても翌月
であれば算定できます。
Ｑ３　調整と修理を同日に行っ
た場合はそれぞれ算定できる
か。
Ａ３　調整に係る費用は修理に
係る費用に含まれ、別に算定で
きません。

《加圧根管充填処置》
（１）算定要件を満たしていな
い加圧根管充填処置を算定して
いる例が認められたので改める
こと。
①気密な根管充填を行っていな
い。
②複根管の歯において、一部の
根管で気密な根管充填を行って
いない。
③根管充填後に歯科エックス線
撮影により根管充填の状態を確
認していない。
④根管充填後に撮影した歯科用
エックス線画像が根管充填の確
認に利用できない。
《その他》
　う蝕処置から抜髄に移行した
根拠について、診療録への記載
が不十分な例が認められたので
個々の症例に応じて適切に記載
すること。

「保険でより良い歯科」署名

集まった分は集まった分は
 すぐご返信を すぐご返信を

1111月月2828日日（（木木））にに国会国会へへ提提出出

お問い合わせは、☎078－393－1809まで

　歯科医療の充実に必要な費用を国の
責任で確保することなどを求める「保
険でより良い歯科医療を求める請願署
名」の国会提出日が迫っています。
　ぜひ、最後まで署名にご協力いただ
くと共に、お手元に署名が残っている
先生は協会までご返信ください。
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(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第１９２６号 （６）２０１９年(令和元年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

兵庫医科大学歯科口腔外科学講座　　野口　一馬先生講演

みんなで治そう！口腔がん
－歯科医師が共有したい口腔がんの診断・治療－

はじめに
　最新のわが国のがん統計によると
2016年は口腔・咽頭がんに罹患した
患者数は21,601人、死亡患者数は
7,464人となっ ています。2006～
2008年の口腔・咽頭がんの５年生存
率は男性57.3％、女性66.8％で、確
かに膵臓がん（7.9％）、 肺がん
（27.0％）、肝細胞がん（33.5％）、
食道がん（36.0％）よりは予後は良
いのですが、かつてがんの代名詞だ
った胃がん（65.3％）や悪性リンパ
腫（62.9％）よりも不良であり、本
邦における前立腺がん（97.5％）や
皮膚がん（92.2％）などに比べると
治療成績は低いままです。

固形がんの治療戦略
　しかし、診断や治療技術は進歩し
ました。PET検査が保険導入された

ことで、術前の転移病変の診断精度
は確実に向上しています。また治療
では、分子標的薬であるセツキシマ
ブ（商品名：アービタックス）、婦
人科領域で頻用されていたパクリタ
キセル（商品名：タキソール）、そ
してノーベル賞で脚光を浴びたニボ
ルマブ（商品名：オプジーボ）が保
険収載され、頭頸部がんでの使用も
始まっています。手術の方法も日々
工夫されています。
　固形がんでは、早期発見・早期治
療がもっとも優れた治療戦略です。
　口腔がんも同様ですが、当科では
早期がんの疑いとして歯科医院より
紹介いただくケースと、誰の目にも
明らかながんで頸部リンパ節に転移
がある状態で受診されるケースと、
両極端に分かれるように思います。
歯科医院では、他部位の治療を行う
際にも注意を払って粘膜病変の確認

今後の課題
　さらに、すべてのがん治療がそう
であるように、医師だけが活躍する
チームでは患者さん本位の治療とは
言えません。抗がん剤や放射線治療
を行っている間、さまざまなステー
ジで口腔のトラブルで困っているこ
とが実はとても多いのです。
　私たち歯科医師は、他科の医師が
実施するがん治療を十分にサポート
できる可能性を持っています。今
後、われわれ歯科医師がもっと医師
が行うがん治療について造詣を深
め、患者さんのがん治療を支える存
在でありたい、と思っています。
　口腔がん治療は進化しました。し
かし、発見しやすいがんであるにも
かかわらず、診断・治療・支持療法
のどれをとっても、まだまだ改善の
余地はあるようです。本講演が、す
べての歯科医師がスクラムを組んで
がん治療に携わるキックオフになれ
ばと祈念しております。
（６月９日、歯科定例研究会より、
小見出しは編集部）

をしていただけると、早期発見・早
期治療につながるものと思います。

口腔がんの治療戦略
　口腔がんはすでに標準治療が確立
しております。治療戦略としては外
科的切除（手術）に、症例によって
は術後の化学放射線療法を組み合わ
せる型となります。したがって診断
が重要であることは言うまでもあり
ませんが、やはり手術や広範囲顎骨
支持型補綴を含めた術後のリハビリ
・咬合回復までをシームレスに行え
る環境が望ましいと考えています。
　そこで当講座では兵庫医科大学の
岸本裕充教授のご指導のもと、診療
科や講座の枠を超えて治療・再建・
摂食嚥下・支持療法・がん研究の各
チームを作り、包括的な口腔がん治
療を模索しております。手術後の咬
合回復においては、他病院の耳鼻咽
喉科・頭頸部外科や形成外科からの
患者さんをご紹介いただいていま
す。将来は、優秀ながん治療医や咬
合再建のスペシャリストを育成する
上からも、米国のようなセンター化
は必定と考えます。

　平成28年４月に薬剤耐性AMRアクションプランが提唱され、外来保
険診療においても抗菌薬の適正使用が待ったなしの状況となった。厚生
労働省からは平成29年６月に抗微生物薬適正使用の手引き第１版が公表
されており、外来抗菌薬適正使用の一助となることは間違いがない。一
方で、本手引きは急性気道感染症と急性下痢症に対する推奨に限定され
ていて、日常外来診療において、抗菌薬適正使用を進める上では、さら
なる改訂、追項が期待される。本講演では急性気道感染症と急性下痢症
の抗菌薬使用に対する解説のみならず、日常外来診療で遭遇しやすい膀
胱炎、蜂窩織炎の抗菌薬適正使用についてもわかりやすく解説したいと
考えている。外来プライマリケア医の日常診療の一助となれば幸いであ
る。 【岡　記】

日　時　12月７日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　埼玉医科大学総合医療センター
　　　　総合診療内科・感染症科診療部長　　 　岡　秀昭先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

外来での抗菌薬処方の
仕方について

第559回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

年 日程 種別 テーマ 講師

19
年

９月28日 第556回診内研 プライマリ・ケア・総合診療からみ
たリウマチ・膠原病診療

天理よろづ相談所病院　総合診
療教育部副部長　石丸裕康先生

８月24日 第555回診内研 「よくわからない熱」を「不明熱」
にまで厳選するためのアプローチ

天理よろづ相談所病院総合診療
教育部　佐田竜一先生

７月６日 第554回診内研
これだけは押さえておきたい皮膚科
診察のコツ～こっそり学ぶ！ありふ
れた皮膚疾患～

医療法人社団廣仁会札幌皮膚科
クリニック院長　安部正敏先生

５月18日 第552回診内研 意識障害のミカタ！ 東京都立松沢病院内科部長　
小野正博先生

４月13日 第551回診内研 高齢者救急のクリニカルパール 藤田医科大学救急総合内科学　
岩田充永先生

３月30日 第550回診内研 恐い疼痛疾患を見抜く６つの基本事
項

順天堂大学医学部附属練馬病院
救急・集中治療科　坂本壮先生

２月23日 第549回診内研 日常外来の知識アップデート～外来
診療ドリルからの挑戦～

独立行政法人国立病院機構栃木
医療センター内科医長　矢吹拓
先生

２月17日

臨床医学講座講義③ めまい患者への問診と診察実演

諏訪中央病院内科院長補佐　
山中克郎先生臨床医学講座講義② 腹痛患者への問診と診察実演

臨床医学講座講義① 攻める問診

１月26日 第548回診内研 明日から役立つウラ診断学 島根大学附属病院卒後臨床研修
センター助教　和足孝之先生

18
年

12月１日 第547回診内研
総合診療にもっとリウマチ学を！
－Rheumatology in General Practice 
（RIGP）の試み－

帝京大学ちば総合医療センター
内科（リウマチ）講師　萩野昇
先生

11月10日 第546回診内研 インフルエンザの診療と感染対策
大阪府立急性期・総合医療セン
ター総合内科部長　大場雄一郎
先生

10月13日 第545回診内研 心電図ハンター特別編
～脚ブロックで虚血判断～

札幌東徳洲会病院救急科　増井
伸高先生

９月15日 第544回診内研 精神疾患と誤診されていた身体疾患 東千葉メディカルセンター総合
診療科副部長　金井貴夫先生

７月28日 第542回診内研 病歴と見た目で拾い上げる外来診療 今村総合病院救急総合内科主任
部長　西垂水和隆先生

６月23日 第541回診内研 総合診療医のCommon Diseases 飯塚病院総合診療科診療部長　
清田雅智先生

５月26日 第540回診内研 外来の楽しさがアップ！診断の糸口
・病態の気づきポイント

関西医科大学総合医療センター
呼吸器膠原病内科助教　西澤徹
先生

　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）、特別研究会、臨床医学
講座の講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
　ご注文は、☎：078－393－1840　研究部まで
※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わ
せください。

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD


